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1. ２月例会 2/19 小竹ヶ谷水路整備作業 参加9名

これまであまり手入れをしていなかった小竹ヶ谷北側水路の整備を

行いました。この水路沿いでは3月には大量のヒキガエル出産、夏には

ホタルが観察できる場所です。これまで水路沿いはあまり手入れをして

こなかったため、水路は猛烈なヤブに覆われている個所が多く、刈り取

りは難儀しましたが水路が見えるようになり、たまった落ち葉を掻きだす

と、細流も見えるようになりました。今回から人見さんが初参加。

2. 5つの会合同作業 トンボ池整備 参加225名

トンボ池は多くの土砂が流れ込んで堆積が進み、半分ほどが陸

地化してガマが繁殖して開放水面が減り、トンボ観察も減ってきま

した。

今回作業は土砂対策の沈砂池の堆積土砂を掘削して堆積に備

え、繁茂したガマを刈り取って「開放水面を増やす」ことを目的

に、5つの会の皆さん、一般参加者合同で25名もの方に協力頂き

ました。参加者は沈砂池を掘る掘削班、ガマ刈班、池の生き物を

保護する生物班に分かれ、1時間半の作業で目標の沈砂池掘

削、ガマ全刈り取り、多数の生き物保護が達成できました。少し重

労働のイベントでしたがご協力ありがとうございました。

3. 任意調査

1) カエル班 2/9 4名 大竹ヶ谷産卵場整備

2/14ヤマアカガエル産卵25塊、1

2/15 2名 卵塊ネット保護 2/20 2名 4塊産卵 2/22 2名 8塊産卵

2) 木曜班 2/9 4名 カエル池セイビ 2/23ビオトープ産卵確認 浄化池整備

3) 植物班 2/3 １名 ヤブツバキの観察 2/8 4名 クサボケの手入れ、ノシランの除去

   2/14 1名 植物観察 七里ヶ浜入り口ー浄化センターー田んぼ 2/18 1名 植物観察 七里ヶ浜入り口ー浄化セ

ンターー田んぼ 2/19 1名 植物観察 浄化センター入り口ー木道ー峯山ー小竹が谷

   2/23 1名 植物観察 御所川沿いー石切場ー鎌倉山入り口 園芸種の除草作業  2/23 1名 植物観察 鎌倉山

入り口ー木道ー管理棟ーうさぎ山ー浄化センター 2/28 1名 植物観察 御所ー奥竹、木道 除草作業と植生調査

4) チョウ班

   2/5 1名 越冬蝶の観察

   2/18 1名 生息調査

   2/28 1名

5) 水量調査班 2/6, 2/14, 2/20 延べ3日3名

   2月雨量は35mmと昨年2月の半分。緑地

   に必要な総流量300ℓ/分を下回る流量が

   続いている。

懸命の沈砂池掘削、生き物採集

作業終了後のトンボ池

小竹ヶ谷水路整備

3 月の予定 3/19 2022 年度総会・報告集編集会議


